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１　はじめに
　国道8号沿線の塩害を受けた橋梁は、コンクリート橋の断面修復や、鋼橋の塗装塗替などの対策
を行ってきたが被害が徐々に拡大し、補修頻度が増加傾向にある。
塩害による鋼材の腐食損傷が特に著しい「境橋」は、恒久対策として管内最後の橋梁架替となる。
　「境橋」は名の通り、起点側が新潟、終点側が富山県の両県に跨る橋である。
　本工事は、道路を仮橋に迂回させ現道の橋（歩道橋）を撤去する工事となる。(写真-1)
　　　　　　　　

２　概要
①　仮橋上のアスファルト舗装の破損防止、品質の向上。

②　現道の切替えにおいて、関係各所と綿密な交通規制の検討を要する。
　　　とりわけ、土留仮締切工を施工するにあたり、国道の上下線を分けるセパレート通行案があった。

③　当初設計で側道橋撤去は門型クレーン、軌条による引出しの「架設桁撤去工法」を
　　想定しているが、最適な撤去工法案を選定する必要がある。

３　方法
①　仮橋のクラック抑制の提案
　仮橋の舗装厚は平均厚80mmと薄く、先の「青海川橋・有間川橋」の仮橋構造と比べ覆工板も
一回り小さな製品である（1.0m×2.0m）。また覆工板の表面にも防錆塗装が施されていないため、
風雨・飛沫塩分による錆の発生が顕著であった。(写真-2)
・錆により舗装の剥離が懸念された。鋼床版用プライマーの接着性を図るためショットブラスト
　による表面処理、研創の実施。(写真-3，4)
・覆工板の入替えによる段差、ガタツキの解消や遊間調整及び弾性合材ファルコンによる目地充填。
　(写真-5)
　良質な舗装とするためこれらを提案した。
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写真-1 現場全景 ※令和6年6月25日迂回路供用開始時点

写真-2 研創前 写真-3 ブラストによる処理
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②　セパレート通行の計画変更
　県道、市道を通過するには新潟・富山県共に待避所や道の駅で、車両の進行方向を変える
必要がある。地域住民、各関係機関などにも未説明の状況であり、間違いなく様々な諸問題や
苦情、クレームが発生することが予想された。(図-1)　
　施工方法や計画を詳細に検討し案を練り直した。
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③　側道橋撤去工法の変更
　軌条による引出し工法だと河川内の背替え、ベント支保工などによる門型架台の補強や、
関係機関との河川協議が必要となる。現場条件を整理し、工法の比較検討をした。
　クレーンの作業能力、撤去する床板・桁重量を考え、クローラークレーン2台による、支承間を
一括して吊り上げる「相吊り工法」で施工できることが可能となった。(写真-6、表-1)

写真-6 クレーン相吊りによる桁撤去

撤去桁積込み搬出

表-1 比較表
【参考写真】門型工法

軌条門型引出しクレーン撤去



４　結果
①　現状は舗装の流動や剥離・ひび割れ・ポットホールなどの損傷劣化は見受けられない。
　格子目地の間隔が狭く、ファルコンと舗装の接合箇所の開きによる懸念も今の所差し支えない。
　本橋完成まで約7年かかり見当はつかないが、どの程度まで健全な状態を保持できるか願う。

②　迂回路供用時に上下線ともに車道を迂回路に切替え、歩道は旧橋側道橋を使用し分割する
　こととした。
・置換工の施工完了後に歩道を迂回路側に切替える。
・置換工の掘削は、地山の安定性や掘削深が浅いため、通常の開削工法で施工可能である。
・迂回路車道側は掘削深1.5m以上となるが、前工事施工の放水路防護工の仮橋主桁が土留め
　として活用でき、代替えの土砂崩落防止となる。
　　上記の検討により土留仮締切工が不要になり、セパレート通行自体が必須でなくなった。

③　工法変更によって、撤去工程は当初より約2ヶ月短縮できた。
　強風などの影響による作業中止が容易となり、安全性が確保された。実際のクレーン作業に
　おいて風速が警戒監視（10分間平均8m/s）に近い日もあったが速やかに中断することができた。
　また、経済比較としてコスト面でも約20，000千円の縮減ができることで採用とした。
　以上のことより、施工性・経済性・安全性の全てにおいて好転した。

５　おわりに
　本工事は施工範囲が県境ということで新潟、富山両県の各関係機関との協議が重要であった。
支障物件も多数あり日程や施工の調整が難航したが、供用開始までに間に合わせることができた。
（NTTインフラネット、ドコモ、INPEXパイプライン、北陸電力、朝日町役場、他）
　今回は、不明点、疑問点も教えて頂き、こちらからの提案が承認されたことで円滑に進行した
所もあったが、後出しで資料を要求されたことも多く、苦労した場面もあった。

　現場作業の大部分は完成されているが、引き続き無事故・無災害で、残作業を終わらせたい。
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